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宗 MUNAKATA 屑し 平成27年7月 1 日水曜日

高向宮司退任
葦津権宮司が新宮司に昇任
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宗
像
大
社

御
挨
拶

宮
司
葦
津
敬
之

♦
宗
像
会百
平
成
ノ
大
造
営

盛
夏
の
候
、
宗
像
大
社
御
崇
敬
の
皆
様
に
は
益
々
御
清
祥
の
段
、
慶

ー
＇
，
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

，

9

／
さ
て
私
儀
、
平
成
二
十
一
年
七
月
以
来
、
宗
像
大
社
宮
司
と
し
て
勤

一
ー
め
て
参
り
ま
し
た
が
六
月
十
三
日
を
も
ち
ま
し
て
退
任
致
し
ま
し
た
。

li
昭
和
五
十
二
年
に
奉
職
以
来
三
十
八
年
間
に
亘
り
大
過
な
く
神
明

奉
仕
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
宗
像
大
神
様
の
御
加
護
は
も
と
よ
り
職

員
を
は
じ
め
氏
子
崇
敬
者
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
公
私
に
わ
た
る

格
別
の
御
支
援
と
御
芳
情
に
よ
る
も
の
と
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
尚
、
後
任
に
は
権
宮
司
の
葦
津
敬
之
が
就
任
致
し
ま
し
た

の
で
、
引
き
続
き
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
向
正
秀

今
般
、
高
向
宮
司
が
御
勇
退
さ
れ
、
不
肖
私
儀
そ
の
後
任
に
推
さ
れ

六
月
十
四
日
付
で
宮
司
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

素
よ
り
浅
学
非
オ
の
身
、
職
責
の
重
大
さ
を
厳
か
に
う
け
と
め
、
御

神
威
を
畏
み
、
微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
、
社
務
に
精
励
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
前
宮
司
同
様
の

御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
店
比

成
さ
れ
て
い
る
了
平
安
時
代
、
清
少
納

言
は
、
枕
草
子
の
中
で
「
星
は
す
ば
る
。

ひ
こ
ぼ
し
。
ゆ
う
づ
つ
。... 

」
と
記
し

て
い
る
。
当
時
は
、
環
境
的
に
も
、
「
す

ば
る
」
の
六
つ
星
も
鮮
や
か
に
煙
め
き
、

宇
宙
は
身
近
に
あ
っ
た
烹
同
じ
時
代
、
皇

室
・
国
家
に
大
事
が
あ
る
時
、
延
喜
式

の
制
度
に
よ
り
、
名
神
祭
に
預
か
る
社

に
は
勅
使
が
差
遣
さ
れ
臨
時
の
大
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。
延
喜
二
十
年

(
9
2
0
)

六
月
に
は
「
三
合
の
厄
」
に
よ
り
、
当
社

で
も
臨
時
奉
幣
祭
が
行
わ
れ
た
。
「
三

合
の
厄
」
と
は
、
陰
陽
道
で
、
日
・
月
・

星
の
三
光
が
合
体
す
る
災
厄
の
時
で
、

自
然
災
害
の
災
い
を
鎮
め
る
祈
願
で
あ

る
。
古
代
よ
り
、
人
々
は
神
秘
的
な
天

体
の
動
き
を
観
測
し
て
き
た
▼
八
世
紀

に
編
纂
さ
れ
た
古
事
記
で
は
、
混
沌
し

た
宇
宙
を
創
造
し
て
始
ま
る
。
そ
し
て

二
柱
の
大
神
の
国
産
み
、
天
の
岩
戸
開

き
、
天
孫
降
臨
と
神
話
が
展
開
し
て
ゆ

く
。
日
本
人
の
宇
宙
観
が
あ
る
▼
人
類

は
進
化
に
伴
い
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
の

よ
う
に
「
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、

我
々
は
何
者
か
、
我
々
は
ど
こ
へ
行
く

の
か
」
と
い
う
人
間
存
在
の
根
源
的
な

問
い
掛
け
を
は
じ
め
る
▼
二
十
一
世
紀

の
宇
宙
論
で
は
、
宇
宙
は
「
無
」
か
ら
「
大

爆
発
（
ビ
ッ
ク
バ
ン
）
」
に
よ
り
始
ま
り

1
3
7

億
年
経
過
。
尚
も
宇
宙
は
膨
張

し
て
い
る
と
い
う
。
人
類
は
宇
宙
の
中
、

＿
瞬
を
生
き
て
い
る
。
（
渡
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社女江組
〒81 1-3406福岡屎宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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仕進で社 高
高にの時に三向去

塁喜闊畠塁〖靡雲
司さしし仕年が月

] E9 り真曹胄土
宗 札門頁り胄｀像 神＜実宗た
の 明ヽ剛像゜讐
出 奉後健大 て
.......................................................................... 

のに勢を皇像社身
呵後当の卒學高僧‘
一昭大神業館校を高

呵·,累:: : ]99[ 
部十務平五職五年学昭家々
長三課成 さ十四部和柄宗

を匡長羞］り犀］悶門冨贋
歴桑平t'-長°四り学八立社
任儀成賽、そ月伊科年宗の
.................................................................................................................................... 

四ノ親にレ年 しし司との十し
十大しはの r 宮た‘のり支五‘

手造羞豆譴言霜贋靡胃箪虐戸叩
振琶拝宮平拡任を間と成し櫂四
りをさ彬成幅中発社し二て宮年
と英礼子ニエ、揮務て十職司禰
な 女十事平さ運宮一員と襄
る断塁王五と成悶営司年のな昇
辺さ--,殿年新二 にに神指り任
津れ平下三卜十゜卓就島揮宮、
宮、成が月イ三 越任宮を司同
................................................................................................................................... 

与域夕青 果は二美ニニ げの
さのリ年地た先度術十十皇ら修
れ文 l 会域さ導佼館六五太れ復
た化ク議へれ、｛T --,年年 たエ

。口：〖：たり〖［孔青；。嬰
芯人てと 食｀畠罹閾］ 塁
大習斎し をり宝只津丘 t'-

］丸唇贔 贔冨懇田賓平 門
寄地 l 像 に司と光翌成 遂

出光美術館行啓

高
向
宮
司

の
御
足
跡

◆
七
月
三
十
一
日
（
金
）

午
後
五
時
ー

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
夏
季

に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様

方
の
心
身
の
罪
・
穣
を
人
形
に
託
し

て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

毎
日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御

参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

夏
筵
祭
・
大
祓
神
事

ご
案
内
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宗
像
大
社
が
記
念
切
手
に

S

ふ
る
さ
と
切
手
「
福
岡
県
」
発
行
s

osa 
臨

県れ記都念方 の枚切リ治よ
のる念道し自こ郵 l 手 l 法り六
他も貨府順治の便 0 5 ズ施ふ月

孟摩贋塁嚢閾摩靡〗撃砿行る十
晶：畠嘉悶覧ミり云‘了了冒摩t合
と年し図れ十 l 塁上卜、二周手日
徳度て柄る周ズ含が 582 年一本
島は発に四年はれ ‘0 円記地郵
県福行よ十を‘tつ全 0 郵念方便
が岡さる七記地：国万便シ自（株）

..................................................................................................................................... 

局 所福シ山車は縦大イも 発
が宗の岡 l 神- --,33 社ズ大発行

：贋冒塁鼻房属心ら孟羅；嬰昇
発社に代景銅川懇リミ製柄縦れ召
行の弯表は鳥闘--,廣指力‘39 た
す切てす：門下朝 28 慧祠リミ五
る手いる濠がり倉計でノ‘枚
千はる風公描一塁サ、島横の
円ヽ°物園か--,—ィ残と 33 う
記造 やーれ英連ズり宗リミち
念幣 名と、彦水にの像サ最

..................................................................................................................................... 

宗と た日お風頭殿便 整や幣
像五一゜もう景ーと局発を資局
大百方 多とスを沖で行進料ヘ
社円記 ＜‘夕組ノは当めの図
と硬念 の更ンみ島二日て提悶福神ン貨
畠塁贋 嘉塁；゜喜塁篠輩喜嬰定岡社さ幣
指--,は 来送押せの存像゜行塁塁五悶嘉
輪沖千 局をした国の大 うめ 昨もに
ーノ円 し含て図宝--,社 な、通年のデ
は島銀 てめも柄・祈前 ど写じょでザ
力と貨 い当らの龍願郵 調真造り、イ
.......................................................................................................................................................................... 

い局ご部ド五 月貨ー開月 れと物五ラ
合‘興限力百ま十は整始下宗る。雙館百 l
ゎま味定パ円た五全ハさ旬像 と円千
せたをで 1 記七日国二れよ大 竺太硬円
［伍ぉ発切念月よの七‘り社 六宰貨銀
ぃ属持売手貨三り各—抽造の 八府は
゜郵ちさ帳幣＋引金円選幣千 万天--,貨
便のれも入旦換融°で局円 枚満九で
局方る五り木え機五購で銀 が宮＇）、卜1+
へは予六の＝ら関百入受貨 発太国万
お造定°ハ且悶で円で付は 行鼓立枚
問幣。 O l 、。七硬きが六 さ橋博、

............................................................................................................................................................................ 
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沖続宮市 れの島公を委内

富星旦房裔た塁り喜喜塁雙合――国
信鵞摩 9 輯 旦 99 屑贄雙責よ焚
｀夏 □ ：」：：＇い；臣冒惰言喜盟 言言篇塁裔塁塁渡山
ぎ．…•••~.....…•:．．．．．楓．．．雙...………· •ぎ•…・□．ぎ．.:…：・・・・ニ．戻．．｛直 島谷

・；芦←嬰冒さ且塁贔倫冒続芯慧贋げ中え

コふ』尉賃［訓た＇［下犀謳百讐篇置悶冒ネt，邦喜言： 晶何畠かた っに宗参氏：
喜喜院慕；言ま°畠旦御盃魯貪口 門属房 し： 拝参
悶 l9 ：詈屡竺なり畠：誓塁ヽ沖 豆ヽ胃――'と!^ - f f  !`| s 拝
........................................................................................................................................................................... 苓シL,. l'r'卜→・

祈躍じでを 様 ―身 ＇し、＇］島 て念さこす任拉子 砂ti．ーロさを視お
門凸閾が負眉； 安昌院胃書負
上すの誠る題；ど察手るけ民す行た
げこた実山な：感とを大‘のる程゜
まとめな谷ど 動は振臣紙見際を
すを益おえ多 を思るはア は全
゜心々人りく 受えな涙 l 送多て
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総全任定副会件役れる名二をの議たび年 臨参に以子
会会にさ会長に員た旨以名増たさ゜に度総席議て下青六
は員てれ長にて、改゜審内力、やめれ次決活会を院開二年月
滞で承、が田次選次議とらしはょ、閾喜冒ば門閏閂］畠］
贔馨讐嘉選村期のにさす四副年り約査告ま御松れ名例日
くのれ他 r 会度層変報並ず挨山‘出総‘
終万た新 i長よの更告決平拶政来席会宗
［讐°役‘`\,lIi,\r ー．のり活のが算成頂司賓しが像
／ー最員 定役動件行報二い氏と清嶺大

t: {1 後の‘ l 数員充がわ告十だにし明会社
ヽに増新役員・ ·一 ↓を数実審れ並六 御て殿長氏
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〔
会
長
〕
田
村
政
則

〔
副
会
長
〕
矢
原
吉
房
、
郭

中
野
順

〔
理
事
〕
安
部
芳
英
、
古
賀
智
己
、

井
浦
潤
也
、
永
島
史
章
、

榊
一
明
、
安
井
貴
之
、

堀
江
裕
明

〔
新
理
事
〕
徳
永
新
一
、
新
炉
英
文
、

花
田
哲
司
、
吉
村
一
彦
、

本
川
基
毅

〔
監
事
〕
権
田
健
一

〔
新
監
事
〕
井
上
正
文

〔
相
談
役
・
県
副
会
長
〕
嶺

〔
相
談
役
〕
小
林
栄
二

俊
光 郁

三
、
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~「，，-し--1一守唸環r愚惹認 らり二賛中氏名日津島

これ‘五会両子のに宮が神
のた敬 o 、宮で一付現年職
貫゜農魯神奉構般［地に以
ば 贋ザ： : ［胃蓋畜面ば
旦 腐農総同魯；門墨靡り
海 げ渡勢翼．大り］ ［曼

島二十るの
のー七沖入
............................................. 

な表宮宮 殿には乗--, -~ 二をを海
祈が司本午へ海全船し明 ・プ、・伽 ょ；参十祈顕戦
り順が殿前参中船しだ朝 べ列七願彰を
貪塁眉与九息｀り直；笠蝉場の風景 _.` 者旦すし勝

｝：嬰 9 〗；た~,~;`門魯喜胃冒畠畠集］ 9 i: : 
奉し行分 沖着前じ大た大をのに島六中大れ年家た
り、°‘ 津、九め島゜島祈無参安時津島忍、の先
敬各高沖 宮直時各渡 i'-り事列全よ宮へる五安人
虔代向津 本ちに々船 斎、のし祈りで参。月泰達

...................................................................................................... 

祭宮の れ渡合事協 ー一、←心~遥遥性 着船島各を参煮に両

斎饂胃肖た島旦塁盟骨沖磁食悶盆云位食至胃塁塁魯虐醤嘉
fi ：盆至 皇／〖眉夏ょノ漁贋言盃マ゜闘巳雰と協信裳雰後
蔦喜畠闘 喜嘉塁嬰旦島梵］夏晶喜 り □ 麿詞g〗［同塁
麿喜島塁 贔りぜ胃畠に島i t：編三： 危ぶり缶嘉ち丸喜詈
喜胃旦星 讐晨篇喜畠烏嘉• 四紐塁 ＇鱗筐匠篇賢悶 9] 
取みし清作新上解傷え方吾 ;.....•…· • ｷ • • ｷ •• ｷ •……· • ｷ • ｷ • ｷｷ •…· • ｷ • • ·…· •…••......................................... ｷ •…· • ｷｷ • ｷ •…....... 
り入たし業しげ体みに l て回会し員子県た会岡
戻れ新いをい、しの取を， 当いりをてと青内゜が県六しるし笑終鳥剪、見り ］旦召で毎おし年五こ開氏月
t~薗｀＇］ ：目 9 ［繋奉，｝］各 目霜り、贔魯翡：閂ヽ合
しはノ 立の木古；納］神～・一ー しち総動会氏はれ年‘

i : 9] [ i[ 9 : ：可‘］ • ; ; 
総福

が社
集氏
い青

氏手青鰭醗--- ]畠
俊員

流各し滞開館の館拝殿三総

］貪貫ヽ催与胃［胄ピ塁冒
たと会＜総総な後ぃ正り十
。ので終会会か、神式御五
交は了はをた海宝参本名

沖
津
宮
現
地
大
祭

斎
行



第653号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA ;{象 平成27年7月 1 日水曜日 6
 

五
月
二
十
二
よ
り
五
月

□
ハ
チ
ャ
ウ
リ
I
P
C
C

議
長
）
が
、
二
し
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今

二
十
四
日
の
四
日
間
に
わ
た
り
二
海
の
道
「
む
な
か
た
館
」
、
宗
像
：
後
継
続
す
る
意
義
は
誠
に
深
い
。

海
の
環
境
保
全
と
次
世
代
を
担
：
ユ
リ
ッ
ク
ス
、
ぶ
ど
う
の
樹
、
グ
丁
本
会
議
が
、
今
後
、
神
社
神
道

う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
こ
1

ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
等
の
宗
像
市
こ
か
培
っ
て
き
た
自
然
に
対
す
る

「
宗
像
国
際
環
境
一
0
0

人
会
丁
と
そ
の
周
辺
施
設
を
使
っ
て
開
」
畏
怖
、
畏
敬
の
念
、
共
存
共
栄

議
」
（
共
同
議
長
1
1

ラ
モ
ス
・
ホ
」
催
さ
れ
、
国
内
外
の
研
究
者
や
：
な
ど
多
様
性
尊
重
の
精
神
を
、

ル
タ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
二
又
化
人
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
：
よ
り
多
く
の
方
々
に
触
れ
て
い

国
前
大
統
領
／
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
：
た
一0
0

名
の
大
学
生
等
：
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
と
祈
る

『
‘
一
三

0
0
名
が
第
二
回
目
の
テ
ー
マ
：
ば
か
り
で
あ
る
。

「
海
と
生
き
る
上
海
と
森
の
共
生
一
本
会
議
は
宗
像
市
を
会
場
に

ー
」
に
つ
い
て
熱
い
議
論
を
繰
り
こ
毎
年
定
期
開
催
さ
れ
環
境
保
全

広
げ
た
。
二
り
実
践
に
務
め
て
行
く
。

期
間
中
に
は
当
大
社
葦
津
権
」
．

5
／
/
,
、

1
1

宮
司
も
理
事
と
し
て
参
加
し

‘
-
9
‘

ま
た
合
間
を
ぬ
っ
て
会
議
に
出
一
＾
；

席
さ
れ
た
多
く
の
研
究
者
や
文
一

化
人
が
当
大
社
に
参
拝
さ
れ
、
一
q

古
代
か
ら
大
陸
に
向
け
て
開
か
一
＾

れ
た
宗
像
の
歴
史
、
風
土
に
関
[
q

心
を
寄
せ
て
い
た
。
]
^
~

日
本
の
国
際
交
流
に
大
き
な
ロ
ー
ム
[
{

役
割
を
果
た
し
た
宗
像
三
女
神
[

を
奉
祀
す
る
宗
像
の
地
に
於
い
一

一「
宗
像
国
際
環
境
一0
0

人
会
議
」
が
開
催

国
内
外
の
有
識
者
等
が
宗
像
に
集
い
、
ー

海
の
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
討
議

③大村秀章（愛知県知事）

---• ｷ 
⑥八神純子（歌手）、奥田政行（シェフ）

2~凶田音壽（（樹御木本真珠島代表取締役社長）

⑤節子・クロソフスカ・ド・ローラ（バルテュス財団
名誉会長）、ピーター・マクミラン（翻訳家、詩人）

` 
-----:- - ｷ-:....9-0  r し

①プリンス・ルイ・アルベール・ド・ブロイ（デロールオーナー）、デイビッ
ド・アンデルマン (World Policy Journal 発行者）、エバレット・ブラウ
ン（写真家、画家）

·己‘ '’ー・・→三←ヽ ー· • • - •-.””‘~ -

④サンキュン・ビュン（ユネスコ政府間海洋学委員会議長）、ハヤット・シ
ンディ（サウジアラビア国王アドバイザ→、黒田玲子（東京理科大学教
授）、マーティン・パーマー（世界宗教者環境保全連盟(ARC) 事務局
長）、ハン・チュンリー（ユネスコ生態・地球科学部長）



7 第653号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 音~ MUNAKATA ~象~
T ヤJ 99999 999 9999 999 999 9 99 9999~ • u ` ご〇ごこ・鴻：マ」99 99 ←ーよで了、マ:----ー 、↓ 9·` `·ー·よししとへ』• • 』し:よ- ゞ=·-`‘'令尋― ``...心』 ．し 9 • 、 -9999l• 99 9 99 99 P寡—一9 且9 999 99999 9 9999,"' — 

,. -

平成27年7月 1 日水曜日
℃ -·J寡U• ↓‘’‘-←3．一•コ―` • 射 9 9 9999 999......9999...9 9..じ一つとがベ・↓．．．．．：つ¥＝たゞ・｀...,疇→七↓ 9• 999 99 999999 9 999”’ 

ーの率員さとに日
歴者十せしよ間去 株

塁詞麿盈贔：斤桑虐株新：
一悶息夏；贋合贋］塁入社
令、塁貸‘胃よ翡gはり［社］

づ'!; ;;~-!.... ;... ~---! 1; I゚をる外バをの後〗｀塁’間］貰塁修ぢ
讐喜房化胃認魯象舗悶盈窪 11 窒望戸斤え
なも、且旦贔輩靡棗讐に］を食百り咸多
くつ等をしでょ殿祈際 学き、ンヘ如—: ［息〖し：［贔贔門；と〗喜［ ［、 了
らのを、口のめ昇研神 で忍と部 ぅ‘‘
な国す海 l 心てっ修様 企ーし

.......................................................................................................................................................................... 

活 なのに動鎮ごた勢伝やの張けそ持い
の研も中夜を魂指゜に統境歴をるのちこ
中修の、のさ‘導そ触を内史感と後がと
で生を心高せ朝ののれ重をり、じ立‘引の烹忍、屑閾稟贔輝元 1直きん巡謡まち白き講
いはまちのき楔神も←じり、明 K 息： 9 雙

..'[ : [ :] ［悶［ ；嵐［畠畠晨門悶ょ讐
、、た奉作方来れ大神像に身し大

忘の 秘暗゜仕法々まる社宝大もに→変れ生 的闇特活、のし姿の館社緊っt~気
........................................................................................................................................................................... 

す研ご最心た懇 たと績尽 まに多とも表ず
゜修繁後よだ切未゜しを力ましなくのつしに
の栄にりい丁熟 て知さたたつの感眉た尊
御を二感た寧な 大りれ宗゜芯日想本い敬
裕L お腐謝宗な新 切‘た像 る本がのこと
と祈大申像ご入 なそ出大 事人聞事ー感
さり社し大指且 事輩光社 をのかを日謝
せ申様上社導ー を仕佐の 改心れ学本の
てしのげのを闘 学の三復 めの‘び人気
頂上益ま皆し び心様興 て拠神たと持
きげ々す様てと まにのに 感り道りしち
ま、の。にい、 し人業ご じ所が一てを

二
宮
欣
山
氏

ひ

書
「
匪
撃
」
を
奉
納

六
月
七
日
、
昨
年
の
本
殿
遷

座
を
奉
祝
し
た
書
が
二
宮
欣
山

氏
に
よ
り
奉
納
さ
れ
、
本
殿
に

お
い
て
奉
納
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
同
氏
は
日
本
書
芸
院
評
議

員
等
数
多
く
の
役
職
に
着
か
れ

る
中
、
昨
年
執
り
行
わ
れ
た
当

社
の
本
殿
遷
座
を
祝
し
て
、
縦
約

一
九
O
c
m
•
横
約
八
十
五

e
m
の

和
紙
に
「
匪
蝦
（
ひ
じ
）
」
、
私
心

が
な
い
こ
と
と
言
う
意
の
言
葉

を
謹
書
さ
れ
た
。

R
し
l
t
J

当
日
、
本
殿

に
て
奉
納
奉
告

祭
を
斉
行
、
祭

典
後
に
は
高
向

宮
司
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。
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．匹置·
一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

]
あ
を
ぞ
ら
の
裏
で
白
墨
ひ
く
は
誰
、
白
線
じ
よ
じ
よ
に
じ
よ
じ
よ
に
伸
び
ゆ
く

]
メ
ル
ヘ
ン
の
よ
う
な
発
想
が
楽
し
い
。
飛
行
機
雲
の
線
を
白
墨

]
一
の
線
に
見
立
て
た
作
者
に
拍
手
。

一
宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

福
岡
市
中
央
区

M
I
N
O
R
U

\
と
り
ど
り
の
緑
に
映
ゆ
る
島
山
を
朝
の
浜
よ
り
し
ば
し
見
呆
く
る

五
月
雨
の
宗
像
大
社
訪
い
す
れ
ば
雅
楽
の
笛
に
花
嫁
映
え
て
]
微
妙
に
異
な
る
島
山
の
緑
に
見
と
れ
る
作
者
。
二
句
〈
新
緑
に
映

一
雨
で
濡
れ
た
新
緑
の
中
の
花
嫁
。
景
が
あ
ざ
や
か
だ
。
三
句
以
二
’
ゆ
る
〉
と
す
る
と
季
節
も
分
か
る
。

i
宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

，
下
〈
訪
へ
ば
雅
楽
に
合
わ
せ
花
嫁
あ
ゆ
む
〉
に
。
i

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

[
A
級
の
戦
犯
ひ
そ
か
に
祀
り
し
と
ふ
靖
國
神
社
に
今
も
涙
す

花
散
り
し
寺
に
集
い
て
七
回
忌
兄
偲
び
つ
つ
唄
う
木
曽
節
[
作
者
が
戦
犯
の
合
祀
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
が
読
者
に
分
か

n

兄
と
の
思
い
出
の
歌
の
木
曽
節
か
。
〈
七
回
忌
迎
え
る
兄
を
偲
び
[
―
る
と
涙
の
理
由
も
分
か
る
の
だ
が
。

i
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

l
っ
つ
花
散
る
寺
に
木
曽
節
歌
う
〉
に
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一
日
課
と
し
プ
ー
ル
に
行
け
ば
ひ
と
り
居
も
笑
顔
と
会
話
ク
リ
ア
し
て
を
り

彗
一
時
の
皿
に
ち
ょ
こ
な
ん
こ
ち
ら
向
く
や
ぶ
れ
ま
ん
じ
ゅ
う
パ
ン
ダ
の
目
を
す
[
J
一
人
暮
ら
し
の
人
に
は
笑
顔
と
会
話
が
課
題
、
な
の
か
。
三
句

〗
や
ぶ
れ
鰻
頭
を
パ
ン
ダ
に
見
立
て
、
可
愛
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

[
l
'
以
下
〈
ひ
と
り
居
の
わ
れ
も
笑
顔
と
会
話
ク
リ
ア
す
〉
。

[
◇
選
者
詠

一
三
句
は
「
お
皿
に
乗
り
て
」
に
。

□
あ
ぢ
さ
ゐ
の
葉
の
で
で
虫
に
魅
せ
ら
れ
て
昔
少
年
の
夫
し
や
が
み
こ
む

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

~
う
つ
つ
よ
り
飛
び
た
つ
翼
も
た
ざ
れ
ば
頭
お
も
た
＜
厨
に
立
て
り

七
十
年
軍
人
思
給
に
支
へ
ら
る
夫
の
遺
影
に
明
日
を
た
の
み
て
~

亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
人
へ
の
感
謝
の
歌
。
結
句
は
〈
明
日
を
も
た
の
む
〉
と
し
て
は
。
i

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

菊
姫
を
祀
る
村
社
の
大
き
樟
樹
三
0
0
年
と
ぞ
椿
寄
り
添
ふ
[

一
三
百
年
の
間
、
菊
姫
を
守
っ
て
き
た
楠
゜
椿
は
菊
姫
の
化
身
か
。
[

一
四
句
は
や
は
り
樹
齢
と
し
た
い
。
~

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

玄
海
を
汲
み
あ
ぐ
北
斗
七
星
が
八
絋
一
宇
に
雫
を
こ
ぼ
す
[

〈
北
斗
の
水
汲
み
〉
の
景
の
大
き
さ
が
良
い
。
全
世
界
と
い
う
よ
[

[
う
な
意
味
で
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
八
紘
一
宇
に
は
再
考
を
。
[

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
[

雨
ご
と
に
緑
増
し
た
る
庭
隅
に
真
紅
の
薔
薇
が
一
輪
咲
き
ぬ
[

色
彩
感
が
魅
力
。
初
句
〈
一
雨
ご
と
〉
四
句
以
下
〈
一
輪
咲
き
ぬ
紅
一

ふ
か
き
薔
薇
〉
紅
を
強
調
し
た
い
。
~

一
ー
匙
血

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

7

月

2
7日
午
後
ー
、
7

月

2
8
.
2
9

日

宗
像
大
社
神
宝
館
辰
示
替
え
作
業
の
た
め

休
館
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

-
5
冒
俳
句

咋
作
品
集

宗
像
市
多
證
早
川
祥

こ
と
わ
り
を
識
ら
ぬ
哀
し
き
花
腐
し

宗
像
市
武
丸
白
土

山
合
い
の
風
も
涼
し
き
心
持
良
さ

凌

ー
ば
い
三
□い
パT
o

大
臣
参
拝
、
本
誌
で
は
紙
面
の
都
合
上
掲
載
出

来
な
か
っ
た
が
、
社
叢
学
会
の
受
け
入
れ
、
ま
た
、

個
人
的
に
友
人
の
披
露
宴
に
出
席
す
る
等
、
い
つ

に
増
し
て
今
号
編
集
中
に
は
様
々
、
多
種
多
様

な
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
▼
宗
像
大
社
周

辺
で
は
、
金
色
に
輝
い
て
い
た
麦
が
一
斉
に
刈
り

取
ら
れ
、
水
が
張
0
れ
、
畑
が
田
ん
ぼ
に
変
身
、

早
苗
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
の
こ
の
地
域
の
風
物
詩
で
あ
る
▼
こ

の
時
期
境
内
に
は
蛍
が
現
れ
る
。
社
叢
学
会
の

専
門
化
に
質
問
し
て
み
る
と
「
蛍
は
農
薬
等
に
非

常
に
弱
い
、
蛍
が
生
き
ら
れ
る
環
境
は
素
晴
ら

し
い
…
」
と
教
え
て
頂
き
、
改
め
て
、
宗
像
大
社
、

宗
像
地
域
の
良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
マ
人
と
の

出
会
い
に
よ
っ
て
新
た
な
考
え
方
、
新
た
な
宗
像

の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
月
下

旬
久
々
の
沖
ノ
島
勤
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。
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住 一約Kuli』•一

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏(1 5 日）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

30日第60回中津宮七夕揮竜会
午前9時～於＝大島・中津宮

·································"'••···· 

31 日夏越の大祓神事
午後5時～大祓式於＝神門前

引き続き
夏越祭於＝本殿




